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短パルス高強度レーザーを物質表面に照射すると、アブレーションによって損傷構造が形成さ

れる。現在までに我々は、波長 13.9 nm（89 eV）、パルス幅 7 ps の軟 X 線レーザーによるアブレ

ーションが他のレーザーに比べて低いフルーエンスで起こること[1]、そして、物質表面にナノメ

ートルオーダーの多彩なアブレーション構造が形成されることを報告してきた[2]。モデル計算に

よる理論的考察からは、破砕的なアブレーション機構が提唱されており、特に閾値近傍の低フル

ーエンス領域では表面溶融層が飛散することで損傷構造が形成されることが示唆されている[3]。

また、照射によって加熱される物体の電子温度が 1 eV 未満の低温状態であることを実験的に導出

し[4]、ピコ秒レーザーによるアブレーション現象の解明を実験及び理論の両面から進めてきた。 

近年、自由電子レーザーの開発により軟Ｘ線領域においてもフェムト秒パルスのレーザー発振

が可能となり[5]、フェムト秒軟Ｘ線レーザーによるアブレーション実験が可能となった。我々は

SACLA の SXFEL において、波長 13.5 nm（92 eV）、パルス幅~300 fs のフェムト秒軟Ｘ線レーザ

ーによるアブレーション実験を行った。照射試料には上記のピコ秒軟Ｘ線レーザーと同一のター

ゲットを用いた。これによりフェムト秒パルスレーザーとピコ秒パルスレーザーとの直接の比較

が可能となる。発表では、フェムト秒及びピコ秒軟Ｘ線レーザーによって起こるアブレーション

現象についての議論を行う。 
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